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く写真ニュース)

去った8月10ET～12日までの3日間,L=T茶畜産学会と沖縄畜産研究会の共催で,茂雄シンポ

ジウムが､琉球大学L:Et学ビルで開催された｡

畜産シンポジウムが押紙で開かれたのは,今度がはじめてで,その聞､短日,約80余名の関

係者が参加し,家畜の栄養,繁殖,改良および管理と広範にわたり話題が提供され,熱心に討

議がおこなわれた｡日本本土からは,目茶畜産学会長の上坂章次博士 (京大)を始め8名のそ

れぞれの権威者参加され,琉天からも3名の先生方が,それぞれの立場で話題を捉供された｡

どの話題も将来の沖縄の畜産の発展に寄与することが多かったと考えます｡

今回は,その模様を写=F=ミニユースとしてお伝えいたしますO (編集係)
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†沖縄で畜産シソポジウムを冊‡けることがてきたこと
は ,沖縄畜産にとって非常に有意義なことであるとあ

いさつする沖縄畜産研究会会長の松口胴符一教授

(琉大農学部)

工各講演の後て ,活ばつに貰HHや意見か述べ られた｡
㌦ノ⊃

｣
発
現
機
構
か
ら
み
た
泌
乳
能
力
に
つ

い
て
講
演
す
る
日
本
畜
産

学
会
副
会

長
の
内
藤
元
男
博
士

(
東
大
農
学
部
)

1シンポジウム終了後の.,'Ll念据LI旨O


